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今後は輸出を視野に、小容量
でコンパクトに輸送できる希
釈タイプの銀イオン配合の専
用液を開発した

海外勤務経験も豊富な細萱社長。「今後
は中国やタイ、アメリカ、ベルギーなど
にも輸出したい」とオンラインで商談を
進めている

CC ++

　コロナ禍で需要が高まる空気清浄機や除菌脱臭機。佐久

市の小さなメーカーから生まれた除菌消臭装置が、自治体

や教育機関、大手企業の注目を集めています。専用液を微

粒子化して除菌や消臭を行う 3 種類のデュフューザー（拡

散器）、「ナノシード M（ナノシードエム）」「ナノシードα（ナ

ノシードアルファ）」「 Anqu（アンク）」。全国でシリーズ累

計約 1 万 4 千台の販売実績を誇ります。

　開発と製造を行うナノシードは、社員数わずか 7 名の企

業。製品が注目を集めるに至った理由は革新的な技術はも

とより、前橋工科大学や群馬大学の研究室によって効果が

学術的に証明されているためです。「協力してくれる方々が

いるからこその成果です」と語る代表取締役の細萱武彦さ

んが同社を立ち上げたのは、2015 年。長く金融業界に身

を置き、その後は長野県内や東京の企業で財務や M&A、コ

ンサルタントなどを歴任してきた細萱さんですが、経営は

初めての挑戦でした。

　創業のきっかけは他でもない、デュフューザーに搭載した

特許技術「ナノエンジン」との出会い。現在は同社技術部長

である田代 哲さんが、小惑星探査機「はやぶさ」のイオンエ

ンジンをヒントに開発した技術です。装置内の放電で生じる

空気の流れを利用して除菌消臭用の液体を微粒子化し、同

時にマイナス電子を帯びさせて拡散。プラスに帯電した空

気中のウイルスや菌などに引き寄せられて吸着し不活性化

することで効果を発揮するものです。大手メーカーの空気清

浄機の多くは定期的にフィルターを掃除しなければ効果は薄

れてしまいますが、フィルター不要のナノエンジン技術はメ

ンテナンスなしで効果が持続。ファンやモーターを使わずに

拡散できるので動作音がなく、静かなのもメリットです。

　顧問先企業でこの技術を知った細萱さん。当時は新型コ

ロナウイルス出現前でしたが、「事業化すれば間違いなくビ

ジネスになる」と直感します。しかし資金不足で製品化でき

ない事情を知り、「なんとか世に出せないか」と考えました。

「大げさかもしれませんが、使命だと感じたんです。これ

までさまざまな企業を見て培ってきた感覚が反応したので

しょうか。ただ、相当の資金が必要なことも長年の経験か

ら分かりました」

　資金調達は細萱さんの専門分野。当時顧問を務めていた

　もう一つの大きな出会いが、オフィス向けにウォーター

サーバーなどのレンタル事業を展開するダイオーズ。コロナ

禍前、同社から「次亜塩素酸水以外を使った空気清浄機を

扱いたいので探している」と相談を受けたのを機に、とあ

るベンチャーのメーカーが開発した亜塩素酸ナトリウムを配

合した無色無臭の機能液を提案し、見事ダイオーズと提携

を果たします。時を同じくしてコロナ禍が始まり、瞬く間

に契約台数を伸ばしました。

「業務用モデル『ナノシードα』は高額なのでレンタル事業

と相性がいいんです。清潔な日本よりも海外に売り込むべ

きかと悩んだこともありましたが、コロナ禍で国内から多

くの注文をいただくようになり、経営が安定しました」

　飛躍のベースになったのが、信用保証協会を利用した融

資。量産が可能になったことで、大きく売上を伸ばしました。

「担当者が『ナノシードの力になりたい』と東奔西走してく

れました。金融マン時代の私と価値観が近い、大切なパー

トナーです」と細萱さん。

　従来の 40 畳向けと 100 畳向けの製品に加え、2021 年に

はデスク上や車載用に使えるコンパクトモデルを発売。デ

ザインにも工夫を凝らし、グッドデザイン賞を受賞しまし

た。現在は海外輸出を目指し、小容量で輸送できる希釈用

銀イオンを開発しました。

「これまでさまざまな企業を見てきた経験が、今の経営に生

きています。問題点を抽出し改善することが私の仕事のベー

スにある。だから製造業では、お客さまからのクレームが

一番重要だと考えています。真摯に受け止め、次に生かす。

一番の基本ですね」

地域のものづくり企業 10 社以上に働きかけ、出資を募りま

す。すると、ものづくりへの強い情熱を持つ経営者たちが

「おもしろいね」と次々と賛同し、会社設立が実現。細萱さ

んは計画の発起人として、代表取締役に就任します。「ナノ

エンジン」の特許登録にも成功しました。

　しかし、新しい技術を世間に浸透させるには時間がかか

るもの。コンサルタント時代の経験から「優れた技術も黙っ

ていては売れない」と熟知していた細萱さん。最初の 2 年は

地元にターゲットを絞って積極的に営業し、評価を元に製品

の改善やマーケティングにつなげていこうと決めました。

　するとさっそく、大きな成果が。試作品を佐久市の小中

学校や高校に寄付したところ、この装置を教室に置いたク

ラスではインフルエンザによる学級閉鎖が起きないという

明確な結果が出たのです。さらに老人ホームに設置したと

ころ、独特の臭いがなくなる効果も。「空気がきれいになっ

た気がする」「体調がよくなった」などの声に、手応えを感

じていました。

　ところがある時、顧客からこんな質問を受けます。「他社製

品と比べて何が新しいのか ? 効果を示す科学的データは ?」。

「困惑しました。当社には科学的なデータも証明する装置も

ありませんし、かといって研究機関に試験を依頼できるほ

どの資金もない。これらのデータがないと市場で勝てない

と知り、一時は倒産を覚悟したほどです」

　道を開いたのが、田代技術部長の「群馬工業高等専門学

校で働いている知人に相談できる」という言葉。そこから

前橋工科大学や群馬大学につながり、技術に興味を持った

教授から「ぜひ実験してみましょう」と申し出を受けます。

しかも費用負担は必要経費分のみ。実験では 100 畳相当の

部屋で製品を実際に稼働させ、室内の空気を採取。すると、

70 〜 80% もの高い除菌率を測定するデータが得られたの

です。さらに空気中の CO2 を減らすことも明らかに。科学

的な裏付けを得たことでナノシードの製品は格段に説得力

を増し、関心を集めるようになりました。

「心強い協力者が窮地を救ってくれました。これまでの仕事

人生を振り返っても、まわりの方を巻き込み、協力をいた

だくことで支えられてきた。たくさんの仲間を作り、その

人たちを絶対に裏切らないことが私の信条です」

大学研究室の協力がターニングポイントに

コロナ禍のニーズを受けて新しい挑戦をこの技術を世界へ ! 情熱を持って 60 代で起業

コロナ禍の需要に応える革新的な除菌消臭装置を世界へ。経営者に寄り
添った経験を生かし、初の企業運営に挑む［ ［

「極限まで小さく、極限まで広
く」がコンセプトの「Anqu」は、
インテリアになじむシンプルな
デザインで 2021 年度グッドデ
ザイン賞を受賞

左が 2021 年発売の「Anqu（アンク）」。
コンパクトながら 15 畳まで対応する。
右が 40 畳用の「nanoseed M」で、家
庭やオフィス向け

従来モデルからデザインを見直した
「Anqu」は全 2 色。持ち運べるサイズで、
車のドリンクホルダーにも入る。税込み
55,000 円

株式会社ナノシード

佐久市出身。16 年間の銀
行員生活を経て、メーカー
のコンサルティング、都内
の企業で M&A 事業担当な
どを歴任したのち 61 歳で
独立。2015 年に取引先の
支援を受けてナノシード設
立。

代表取締役

細萱武彦


